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日立諾特許

インバータ制御エレベーター

殻近,交i允エレベーターでは,PW

Mインバーータを梢いて帯電力化する方

式が注Hされているか,イ ンバーータ故

障や停電時にも束帯の㍍一誌事故をl妨けこ

できるようにすることが重要な課題と

なっている｡

日二在製作所では,インバータの定格

周波数わを電粥掴波数Jlグ)〟倍とL,こ

の∠右倍増波数∫2でエレベ▼-ターが定格

速度となるように設定する一‾方,平常

用PWM利子卸パルスよりもパルス数が

少な〈,通流率の大きい非常用パルス

発生装置を備えた方式(図1)を開発

抵 抗
S2

Lた｡二の方式によれば,イ ンバータ

の故障時などでも,電源から誘導電動

機に了自二接給電することによって,定桁

速度の÷グ)安全速度で運転することが
できる｡また,停電時には,平‡骨コン

デンサに残っている高電圧を低下させ

た後に,バツテリーを接続し,上記非

常用パルスでインバ【タを制御するこ

とにより,高電圧のバッテリーを絹い

ることなく,5投出運転に十分な駆動ト

ルクを発生することかできるようにLた｡

卜 特長･効果

(1)インバーータの故障あるいは停電時
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制御エレベーター

の構成

時間

図2 速度比方=3の運転曲線

であっても,低速度で安全にエレベ【

タ【を運転でき,来客の缶詰事故を発

生することがない｡

(2)インバータ故障時の低速運転速度

は,インバータ定柄周さ度数を変更する

ことによって,任意に設定できる｡

(3)停電時に使用するバ､ソテリーは,

低電圧のものでよいので経済的である｡

2.]是供技術

暮関連特許の実施許諾

●特関昭58-け7864号

｢交流エレベーターの制御装置+

●特閑昭59-48373号

｢交流エレベーターの制御装置+他7件

高力率GTOコンバータ

交流一直流.周の電力変検には,一般

にブリ
ッン回路で構成されるコンバー

タが用いられる｡

従来は,このブリッジ回路の各アー

ムに接続したサイリスタを位相制御し

て出力電圧を利手卸していたか,出力電

圧を下げるに従って電圧に対する電流

の遅れが大きくなり,力率がイ氏下して

いた｡

日立製作所が開発したGTOコンバー

タ(匡11)は,ブリッジ回路の正側アー

ムにGTO素子を接続L,1対のGTO素

子を高い周波数で交互にオン･オフす

ることにより,給電モード(丑と還流モ

ード②を繰り返し,この給電モード(丑
の過ぎ充幅Pを制御して出力電圧を制御

三相電源
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〔図2(a)〕するとともに,最小過流幅以

下の低電圧領域では,更に位相角αを
制御〔向図(b)〕して,零電圧まで連続的

に制御するようにした｡したがって,

電i充が遅れる範囲は低電圧領域の最小

限にとどまり,広範囲にわたって電圧

と電盲充を同和で制御できるので,大幅

な力率改善が図れる｡日立製作所では,

この高力率GTOコンバータをエレベー

ターに適用(図=)して,省電力及び電

?傾設備容量の低i成に成功した｡

1.特長･効果

(1)消費電力を節i成できる(エレベー

ター適用例で従来比約10%節i成)｡

(2)電源設備容量を低f成できる(同適

用例で従来比約30%低i成)｡
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図2 出力電圧･電;充波形

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭56-椅2976号｢電力変換装置+

●特開昭5ト川8573号｢電力変換給のゲ

ート駆動回路+他Z7件
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日立詔特許

太陽熱利用ヒートポンプ式空気調和機

太陽熱を給湯･暖房に利用すると省

エネルギー効果は大きいが,それを普

及させるためには大幅なコスト低減が

必要である｡

日立製作所では,室外熱交換器を太

陽熱コレクタとしたヒートポンプ式暖

房給湯機(図1)を開発し,多量の省電

力効果を得ると同時に,コスト低減を

可能とした｡

l.特長･効果

(1)ヒートポンプ運転時に,冷媒蒸発
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温度が高くでき,成績係数が大きい｡

(2)集熟i且度は冷媒蒸発手鑑度近くまで

下げられるため,コレクタの断熱はほ

とんど不要である｡

(3)コレクタ兼室外熱交換器は,冷砺

運転時には凝縮器として使える(図2)｡

(4)蓄熱材を給拗用加熱に使うので,

省エネルギー給湯ができる｡

(5)蓄熱器に補助ヒータを設置してし-

るので,どのような気象条件下でも,

どのような時間帯でも暖房･給～茹できる｡

拒
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(6)岐iて}砧約f韻fl祥fか少ないとき,又

は太陽,外与く,`i江1t料の条什の良いと

き苔i令熱ができ,行エネルギー効斗さか

大きい｡

2.提供技術

暮関連特許の実施許諾

●特闘将55【川4別号､

[太陽熱利用ヒートポンプ式空気調
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冷凍装置

複数個の蒸発器をもつ冷)東装置は,

任意の蒸発器を短時間に効率良く除霜

できることが要望される｡従来,任意

の蒸発器の除霜を行なう方式は,圧縮

機から吐き出された高i且の冷媒ガスの

一部を分岐して,除霜蒸発器に流し,蒸
発器表面に付着した霜を溶かし,この

過程で液化した冷媒を主冷媒回路を循

環する冷媒と合i充させていた｡上記方
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図l 冷凍装置の冷媒回路図
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式では,除霜時に?疑縮器と除霜中の蒸

発器が凝縮器と して働く ため,高圧

圧力が著しく低下し,′受液器をi充出す

るぎ夜冷媒はフラッシュガスを含むよう

になl),冷却作用中の蒸発器を流れる

冷媒量をi成じ,除霜のための高圧ガス

量が減少し除霜効率が悪かった｡

日立製作所と新明和工業株式会社が

開発した冷i束装置(図1)は,凝縮器と

受液器との間に7絞り装置を,また′受液

器のガス層と圧縮機の吸込側アキュム

レータとの間に,絞り装置を介在した

バイパス管路を設けることによって,

任意の蒸発器(例えば蒸発器A)の除霜

を行なう場合は,付属のi充路切換弁を

切り換えて,凝縮器上部から高温ガス

を上記蒸発器Aにi充入させ,表面に付

着した霜を溶かす｡この過程で液化し

た冷媒は液ヘッダに流入し,主冷媒回

路中の冷媒と合流し,次いで,他の蒸

発器B,Cを通過して冷却作用を行な

った後,圧縮機に戻る運転が行なわれ

るが,この除霜時には,バイパス管の

絞り装置を開き,除霜中に受液器上部

の末′疑縮高圧ガスを圧縮機の【吸入側に

バイパスさせq攻入圧力を高めるため,

除霜作用の駆動力となる高圧ガスの発

生を促進し,また糸交り装置により,i疑

縮器と′受液器間にi威圧圧力差を与える

ため,蒸発器A内で†疑≠縮した液冷媒の

押出しを容易にし,除霜作用を早める

ことができる｡

l.特長効果

(1)凝縮器と′受液器との間に確実に圧

力差を設け,かつ高圧ガスの発生を促

進するので,除霜作用は知時間に効率

良く行なわれる｡

(2)除霜中の蒸発器の液冷媒は確実に流

出するので,除霜後再び冷却運転に切り

換えても圧縮機への液戻I)は起こらない｡

(3)i令却作用中の蒸発器へのi令妹流量

は増加し,冷却能力が向上する｡

2.提供技術

■関連特許の実施鮮麗

●特許第=3細声2号

r冷凍蓑置+他5件..′

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡またノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせ〈†ごさい｡

お問い合わせ先は… ♯式●赴日五製イE布 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5番l号(新丸ビル)電話(03)2け-3…(直通)特許部特許営業グループ
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日立ビル遠隔監視籠御システム｢ビルマックスーSR+
｢ビルマックスーSR+は,一般加入電

話回線を利用しビル内機器の故障の監

視及び制御を,サービスセンター(日立

エレベータサービス株式会社)から遠隔

集中管理するシステムである(図1)｡

このシステムはビル内にビルステーシ

ョン(図2)を設置して,設備機器をサ

ービスセンターから24時間監視するこ

とができる｡また,空気調和機などの

補助記憶装置

表示操作盤
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設 備

ディスプレイ司空ラニ
記録装

当

インターホン

エレベーター
設 備

図l｢ビルマックスーSR+の構成図 _+

機器の始動,停止をスケジュールに従

って自動的に制御できるので,′ト規模

ビルやマンションでは,専任の係員が

いらなくなり大幅な省力化,省エネル

ギー化が可能となる｡

1.主な仕様

(1)エレベーターや各種設傭機器が故

障した場合,自動的にサービスセンタ

ーに故障情報が伝送されるので,専門
技術者による迅速適切な処置ができる｡

(2)エレベーターかご内から乗客がイ

ンターホンボタンを押すことによr),

サービスセンターと乗客が直弓妾通話が

できるので,詳細な情報が得られると

図2 ビルステー

ションの外観

同時に,乗客の安心感が高い｡

(3)一般加入電話回線を利用できるた

め経済的で,ダイヤル式,プッシュ式

いずれにも接続可能である｡

(4)各装置や情報伝送路については,

自動的に異常診断する機能を備えている｡

(5)豊富な実績と全国ネットワークに

よる24時間サービス体制で,設備機器

の監視と管理を行なっている｡

(6)監視機能主体の｢タイプI+と制御･

計測機能をも備えた｢タイ70ⅠI+の2種

類のシステムがあり,ビルの設備規模･

用途に応じた選定ができる｡

2.主な仕様

ビルステーションの仕様を表1に示す｡

表l ビルステーションの仕様

項 目 タイプⅠ タイプⅠⅠ

監視境能 ♯大20点 ♯大29点

制御境能 ♯大13点

盲十瀾裁能 長大3点

インターホン通拓哉能 あり(停t時バックアップ30分)

寸 法 幅600×奥行2柑×高さl,000(mm)

(日立製作所 機電事業本部)

直だき吸収式冷温水ユニット｢Nシリーズ+の完成

ガス又は灯油などを熱源とする,直

だき吸収式冷i且水ユニットは,動力手原

として電力をほとんど必要とせず,1

台で冷暖房が可能である上に,運転の

ための特別な資格が不要であるなど,

省エネルギー,省スペース,省力化の特

長があり,引き続き一般ビル,工場など

の空調用として,広く採用されている｡

今回完成した直だき吸収式冷i息水ユ

ニット｢Nシリーズ+は,20RT(冷i東トン)

から400RTまでを幅広くカバーするも

ので,下記のような特色を備えている｡

(1)高i且再生器シェルの上に,低温再

生器と?疑縮器から成るシェルを配置し

無駄スペースをなくした小形設計とな

20N 25N 30N

っており,400RT機で,当社従来形比

30%の体積小形化を図った｡

(2)基本サイクルとしては,長期間の

実績がある特許パラレルフローを採用

しており,かつ高i且再生=器部分は,キ

ャスタなどの耐火材をなく した炉筒液

管式の構造を,更に合理化した｡

(3)熱交換器に高性能な伝熟管を採用す

るなどして,直だき開発当初形比20～25

%の省エネルギーを図った｡また,高温

再生器からの排ガス熱回収を行なうこと

により,30%省エネルギー形も製作する｡

(4)機械式真空ポンプを手動で運転す

る代わりに,冷却水の一部を抽出して

動力手原とする水エゼクタを,1日1回

小容量シリーズ

35N 40N 45N 50N 55N 60N

65N 70N

75N 80N 85N 90N 95N 100N

125N 170N 200N

中容量シリーズ

140N 150N 220N 250N 270N

310N 360N

注:400RT(400N)を超え1,650RTまでは,Hシリーズとなる｡

図I Nシリーズの枠番構成
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図2 Nシリーズ(200N)の外観

完全自動で運転することにより,真空

ボン70の油の劣化,手動運転による煩

わしさを解決した｡

(5)冷房から暖房,暖房から冷房への

切替えを容易にし,短時間での切替え

を可能とした｡

(6)熱源がゲージ庄5～8kg/cm2程度の

蒸気を熱さ原とした,蒸気二重効用吸収式

冷?東機のシリーズも完成した｡特に,従来

は減圧して一重効用吸収式冷i束機の熱源

としてしか使用することのなかったゲー

ジ圧5kg/cm2前後の比較的低圧の蒸気も

有効に二重効用の熱源として活用できる｡

Nシリーズは図lに示すような枠番構

成となっており,図2にその外観を示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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日立汎用インバータ｢HSC-VWSシリーズ+

三相誘導電動機を,簡単に可変速で

きる安価で小形な汎用インバータの出現

は,近年,各種産業界に便利さと電気エ

ネルギーの節約という二大効果をもた

らし,幅広く使用されている｡HFC-

VWS形汎用インバータは,更に質の高

い電動機制御方法を求め,日立製作所

のパワーエレクトロニクス,マイクロ

コンピュータ技術を駆使して完成され

たものである｡

1.主な特長

(1)200V受電1.5～70kVAまで20機種,

400V受電5.5～70kVAまで7機種と豊富

な機種構成としている｡

(2)マイクロコンピュータ制御でありなが

ら,連続的に電動機回転数を制御できる｡

(3)省エネルギー用制御パターン切替

え,50/60Hz切換えなどを標準装備し

ている｡

(4)マイクロコンピュータが電動機過

負荷,加減速レート,受電異常を監視

し,かつ波形合成を瞬時に処理するソ

フトウェアを実装し,よr)使いやすく

適用電動枚
(4P,kW)

200V級(kVA) 400V級(kVA)

LA,+B +C HB HC
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00
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図I HFC-VWSシリーズの容量･電圧分布

なっている｡

(5)400V級では小形･軽量になった(容

積比47～65%減),(重量比46～61%減)

(6)始動トルク100%が出せる｡

(7)間接輸出も容易な,広範囲な受電

電圧範囲とした｡

200～220V/50,60Hz

230V/60Hz

380～440V/50,60Hz

(8)大きな慣性負荷でも容易に始動で

きる始動時間調整器が装備された｡

2.主な仕様

図1に容量と電圧の分布を,図2に

HFC-VWS形3.5LAの外観をそれぞれ

示す｡

(日立製作所 商品事業本部)

図2 HFC-VWS形3.5+Aの外観
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